
JAPOS 第 1回全国研修会 at うすだスタードーム 

解説実習「 公開プログラムの組み立てと実施 」案 

－南阿蘇ルナ天文台の事例－ 

担当：南阿蘇ルナ天文台 宮本 孝志 

 

■ 1日目  

15:10~16:30 解説実習① 

16:45~17:30  各地事例発表 

19:30~21:00  夜間プログラム実演・記録 

■ ２日目 

9:00~9:30   各地事例発表 

9:30~11:00  解説実習② 

 

 

プログラム 

☆解説実習① 

１）はじめに 

２）天文台公開プログラムとは 

３）天体観察会の３つの柱 

(ア) 天体観察会の原則  

(イ) 天体観察会プログラム  

(ウ) 天体観察会解説技術 

 

☆ 夜間観望プログラム実演 うすだスタードーム 坪根 徹 

１）天体観察会解説実演 

２）記録実習 

 

☆解説実習② 

１）解説実演の記録 講評 

２）天体観察会のプログラム作り実習 

３）解説技術 実習 

 

 

 

 

 

JAPOS 第１回全国研修会 2013.01.21-22. page. 1



[Ⅰ] はじめに － 今回の解説実習の目的 

・ これまで培われてきた天文台公開の方法や、ベテラン解説員の技や知恵をしっかりと残し、

次世代に引き継ぎ、さらに発展させたい。 

・ 方法や技術のデータを集め、整理したい。 

・ 新人解説員の研修を体系的に行えるようにしたい。 

・ 今回解説するのは、その目的のためのタタキ台としての南阿蘇ルナ天文台の事例と提案で

あり、これがすべての天文台や公開施設にあてはまるわけではない。 

・ 今後、第１回研修会を機に、他の天文台の例を多く参照しつつ、このような目的に沿った

体系的な取り組みが進む事を期待したい。 

 

[Ⅱ] 天文台公開プログラムとは 

 [公開プログラム]：公開業務から見た天文台のハード・ソフト・人の組み立て方（ここでの定義） 

① 場所・建物・設備・機材 

② スタッフ 

③ 天体観察会（観望会、観測会）→ 今回はこれのみ解説する 

④ 資料 

⑤ 展示 

⑥ 観測・研究 

※ 天文台公開プログラム ＞ 天体観察会プログラム 

[天体観察会プログラム]  （観望会、観測会 → ここでの定義） 

１．いつ、どこで、誰に、どんな状況で、／なぜ、どんな天体の、どんな特性を、どんな

順番で、どれくらいの時間、何を使って、／どのように見せ、どのように解説するか 

２．どのような気づきをもたらすか（結果として、もたらされたか） 

 

[Ⅲ] 天体観察会の３つの柱 

1. 天体観察会の原則  → 目的（何のために） 

１）目的 （何のために）、２）目標 （具体化）、３）指標 （達成度） 

 

2. 天体観察会プログラム  → 素材・手段（何を使って） 

１）事前確認、２）準備、３）実施、４）記録 

 

3.  天体観察会解説技術  → 方法（どのように） 

１）基本的態度、２）話術、３）機材操作 

JAPOS 第１回全国研修会 2013.01.21-22. page. 2



[Ⅳ] 天体観察会の原則 － 事例  

南阿蘇ルナ天文台 

『目的』 

天体観察会への参加者が、本物の天体を体験する機会を、安全に楽しく他の参加者と共有する

事によって、それぞれが広大な宇宙の真理や神秘について自ら探求し理解しようとするきっか

けを得、生きている自分自身や人間のあり方に目を向ける契機としていただく事を目指す。 

 

 

『目標』 

１）安全：安全を第一に、特に夜間には機材や案内方法などについて準備を万全にし、実施す

る事。 

２）楽しさ：参加者がこのプログラムに参加して、本当に楽しかったと思えるようにする事。 

３）体験の尊重：体験を参加者自身のものにするために、知識や見方などを先に教える事はで

きるだけ避け、先入観のない直接経験している内容の感想や報告を可能な限り引き出し、宇宙

への理解と探求が自発的に進むようにする。 

４）体験の共有：天体の体験は、それを誰かと共有する事によって、より豊かで意味のあるも

のになるので、そのような場を醸成し、参加者全員で安心して楽しく体験が進むようにする。 

５）宇宙を知る意義：宇宙や世界を知る事は、人間が等しく持つ根源的な欲求であり、観察会

によって今その機会が訪れている事、またそれは誰かに教わるというより、それぞれが探求す

る中で誰にも可能である事を理解していただく。 

６）人間への回帰：そして、宇宙や天体を体験している人間である自分、周囲の人々や社会に

あらためて目を向ける契機としていただく。 

 

 

 

 

 

 

『指標』 

１）安全 

(ア) 機材・備品などが、（暗闇でも）すぐに分かるように、定位置に置かれているか。 

(イ) 初めに、子どもは走らない、大人は頭をぶつけない、足元に注意、機材には勝手に触

らないなど、安全上の注意をアナウンスしているか。 

(ウ) 観測中に、観測はしごや機材などをペンライトなどで指し示すなどし、参加者に安全

な利用の仕方が分かるように、その都度案内・指示しているか。 
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２）楽しさ 

(ア) 参加者のそれぞれに対して、分けへだてなく、明るく楽しく親切に接しているか。 

(イ) 子どもやお年寄りやハンディのある方に対して、特に順番や見せ方などに配慮し、不

安や心配なく参加し楽しめるようにしているか。 

(ウ) 参加者の知識、経験、意見などを尊重し、けっして否定したり排除せずに、自分から

気づきに至れるように導いているか。 

３）体験の尊重 

(ア) 先に天体の名前や見え方や知識などを教えるのではなく、できるだけ自分自身で見、

観察する見方・方法を教えているか。 

(イ) 参加者から、どのように見えているか、感想や観察報告などの形で引き出しているか。 

(ウ) それを、確認し、承認し、より詳しい観察につながるように導いているか。 

(エ) その結果として、観察した本人が理解が深まったと思えたり、観察記録を残そうと思

ったり、今後の学びや探求を自分で行いたいと思ったりできているか。 

４）体験の共有 

(ア) 個人個人の見方、観察結果も、観察者の観察力や個人差、経験などによって違うもの

であることを、観察会の中で複数の感想や観察報告を引き出す事によって、参加者に

理解してもらっているか。 

(イ) 個人の観察結果の違いを尊重し、その違いを楽しむ事を、参加者全員でできているか。 

(ウ) 誰かと宇宙や天体を見、体験し、その驚きや感動を共有する事で、喜びや楽しさや学

ぶ意欲がいっそう増すという場が、観察会の中で作れているか。 

５）宇宙を知る意義 

(ア) 宇宙や世界を知りたいという気持ちは万人共通であり、その探求は老若男女誰にでも

許された可能性であるという前提を置いているか。 

(イ) 宇宙を知る事は、教条的に教え授けられる知識にのみ寄るのではなく、疑問や問題意

識を持ち自分なりに探求していこうとする姿勢の中に、それぞれが答えを得ていくオ

ープンエンドなものである事を、分かりやすく提示できているか。 

６）人間への回帰 

(ア) 宇宙を見、知ることは、それを見、知る人が誰なのかを知る事でもあるという認識を

提示しているか。 

(イ) 天体や宇宙を知る中で、自分自身や人間の存在に対して、また共に生きる人々に対し

て、いろんな感慨が起きてくる事を承認し、そこに人間として大切な事がある事を、

感じ考えるスペースを提供できているか。 
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[Ⅴ] 天体観察会プログラム － 事例  

南阿蘇ルナ天文台 

 

天体観測会プログラムとは 

１．いつ、どこで、誰に、どんな状況で、／なぜ、どんな天体の、どんな特性を、    

どんな順番で、どれくらいの時間、何を使って、／どのように見せ、どのように

解説するか 

２．どのような気づきをもたらすか（結果として、もたらされたか） 

 

■事前確認  

 事前データの収集（いつ、どこで、誰に、どんな状況で） 

１．時間： 昼の観察会、夜の観察会、他 

２．場所： ドーム、スライディングルーフ、野外、教室 プラネタリウム、他 

３．方式：  連続制、入替制 

４．参加者： 人数：種別：利用目的 

５．天候：   天気：雲量：     

６．天文現象： 天文現象：月齢： 

７．他 

■準備 

1. テーマの設定 （なぜ＝意図） 

2. 対象の選定 （どんな天体のどんな特性）     → 天体データカード 

3. 進行の設定 （どんな順番で、どれくらいの時間、何を使って、どのように見せ、       

   どのように解説、どのような気づき）→ プログラム記録シート 

4. 観測室、機材、資料などの準備 

■実施 

1. 導入 

(ア) あいさつ 

(イ) つかみ 

(ウ) 注意事項など 

2. 本体 

(ア) 観察（プログラム） 

(イ) 解説（技術） 

3. まとめ 

(ア) 振り返り 

(イ) 今後に向けて 
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   ■天体観測会プログラムの企画と記録の流れ 

1. 企画 

(ア) プログラム記録シート 

① 観察会のプログラムを作るために、プログラム記録シートを使います。 

② 事前データを書き入れます。 

（いつ、どこで、誰に、どんな状況で）＝ 時間・場所・方式・参加者・  

天候・天文現象など） 

③ テーマの設定をします。 

④ 対象天体を選定します。その際、下記の天体データカードを使用して、

１）見せ方と観測ポイント、２）天体の特性、３）解説技術を書きます。 

⑤ 進行の順番設定をします。この時、天体データガードを時系列に沿って

並べて検討し、決定したらその天体名とポイントをプログラム記録シー

トの各ブロックに書き込んでいきます。 

⑥ ブロックどうしのつながりを、矢印や線、またポイントを赤ペンなどで

書きこんでおきます。 

(イ) 天体データカード 

① プログラム観察対象の各天体について、一枚のデータカードを作ります。 

② 場所、機材、天体名、テーマなどを書きます。 

③ １）見せ方と観測ポイント、２）天体の特性、３）解説技術を書きます。 

 

2. 記録 

① 他の解説者の記録を取る場合も、同様な記述をしますが、先に天体デー

タカードを使って１天体１カードで記録していきます。その後でプログ

ラム記録シートに書き込んでいきます。テーマ（先にアナウンスされた

場合以外）や参加者の気づきは、記録を取り終わった後で記録者が解釈

して記述します。 

② また、自分が解説をした観察会の記録も同様に取っておくと、次回のた

めの貴重な資料集ができます。 

③ こうしたデータは、天文台や解説者どうしの参考になり、天体観察会プ

ログラムや解説技術の向上にもつながります。 
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[Ⅵ] 天体観察会 解説技術 － 事例 

南阿蘇ルナ天文台 

 

天体観察会は、いつも同じ条件下で行われるわけではなく、途中で天候の急変に見舞われたり、

また不特定多数の参加者が多様な興味を持ち寄ったりする中で行われますが、その中で観察会を

ひとつにまとめ、初期の目的を果たすためには、さまざまな解説技術が求められます。 

 

１．基本的態度 

(ア) まず観察会の最初にあたって、明るく親切な態度で接する事によって、この集まりが安

全に楽しく天体を見る会である事を、参加者に感じさせる事が大事です。そして同時に、

落ち着いて自信のある態度は、参加者に解説者への安心感と信頼感をもたらします。 

(イ) また解説者の前向きな態度は、前提として、今回の観察会がすばらしい条件（たとえ悪

天候であろうとも）の下で行われる観察会であり、宇宙を知る得がたいチャンスである

事を、参加者に納得させるものでなければなりません。 

（例：今夜の星空はこの冬一番の透明度になりました。ラッキーな事にたまたま流星群

の夜ですね。あの流れる雲は、私たちが惑星地球の大気を通して宇宙を観察している事

を教えてくれる名脇役です。この嵐は、地球の自転と太陽のエネルギーがいかに大きい

かを感じさせてくれるまたとない機会です。など） 

(ウ) 時間（入替）制の観察会の場合は、観察会の参加者をひとつのグループにまとめ、解説

を始まりと本体と終わりがあるプログラムとして組み立てなければなりません。 

(エ) 観察会をひとつのグループとしてまとめるには、参加者の一人ひとりの反応を見ながら、

全体の注意を引き付け、リードし、他の事にそらさせないようにすることが必要です。 

(オ) 解説者に注意が集まった観察会は、参加者の人数の多少に関わらず、ひとつのグループ

になり、解説者の意図とテーマに沿ったプログラム理解への働きかけが可能となります。 

(カ) 参加者の年齢・経験・理解・目的などによって、またその構成比率によっても、解説の

仕方にはさまざまな違いがあり、決していつも一様ではありません。実際の経験と学習

を積みながら、それに対応する技術を習得していく態度が求められます。 

 

２．話術 

(ア) 参加者の注意を引き付け、一体感を醸成するための方法。 

① 解説者に注意を集めるためには、それを強制しようとしてもうまくいきません。参

加者からの自発的な注意を生み出すための反応を引き出さなければなりません。 

② まず参加者の年齢・経験・理解などに合わせて話し方を変え、興味のありそうな話

題や疑問などを想定し、それに応える形で内容や解説を組み立てていきます。 

③ 反応の乏しい参加者から反応を引き出すには、質問したり、ユーモアや小話を交え
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たり、小道具を使ったりします。 

④ 参加者の反応は、思いもかけないような驚き（意外な発見、意外な質問、意外な動

きや音や光など）が一番大きく、次いで疑問や抵抗、そして納得と続きます。興味

を失えば反応は無くなります。 

⑤ 参加者の反応を見ながら、それに寄り添い、肯定する事によって、同意の反応が多

くなるようにしながら、観察会の一体感を醸成していきます 

⑥ 参加者の同意の反応、一体感が増すようであれば、それを加速するように話を進め、

反応が鈍かったり抵抗感があるようであれば、話題を変えたり、展開を新たに組み

替えて同意の反応が多くなるようにしながら、次第に一体感を醸成していきます。 

(イ) ユーモア 

① 人はユーモアや笑いを好むものなので、適切に用いれば、注意を集めると同時に場

を和らげ、あたたかな安心感や一体感をもたらしてくれます。 

② ユーモアを理解した参加者が、くすっと笑いをこぼすくらいの控えめな使い方が、

適切です。 

③ ただし、そうした目的を持って効果的に使う事が大事で、ただ笑いを誘うだけのジ

ョークは、時として意図と反して場の空気をこわす事もあります。 

④ 特に参加者の一人を笑い者にするジョークなどは、他の参加者をも不快にさせ、傷

つける事になりますので、よほどの経験者が効果を分かって使う以外は、使わない

ようにします。 

(ウ) 感想や観察報告を引き出す。 

① 参加者からの反応の中で、最も観察会の進行を助け、参加者の理解の大きな助けに

なるものは、参加者の感想や観察報告です。解説者がこれを引き出し、他の参加者

の前で反復確認すると、感想を述べた参加者は肯定されたと感じてうれしくなり、

他の参加者も自分のためのスペースも提供されているのだと安心感を覚えます。 

② 初めて天体観察をする参加者の場合、自分の見方・見え方が正しいのか、今見えて

いるものが何なのかが分からなかったりする事があります。（接眼鏡と間違えてバ

ランスウェイト軸をのぞいて見たり、天体のイメージが分からずに背景の暗い方を

間違えて見ていたりする事があります。）そのような場合は、笑い者にしたりせず

に、他の参加者にも何事も初めての経験では戸惑いがあった事を思い出させ、それ

は失敗ではなくこれから学んでいくステップである事を知らせます。 

③ 生まれてはじめて見る物のイメージを他者へ伝えるのは、たいへん難しいものです。

その場合は、色や形や大きさなどがどう見えているのか、方向や個数や動きなどは

どうなのか、例えて言うと何のように見えているのか等を質問して、観察者の表現

を助ける事が有効です。 

④ 感想や観察報告を引き出し、それを解説者が反復確認する事によって、観察者はた

だ観望しているのではなく、どのように見えているかを確認し報告する事が観察で
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ある事を理解する事ができ、よりくわしい観察につながります。 

 

(エ) テーマやプログラムに沿った働きかけ 

①テーマやプログラムに沿って観察会を進めようとする時、その想定のとおりには進

まないことが、良くあります。その時には、テーマに戻るように進める場合と、途

中で状況に合わせてテーマそのものを変える場合があります。 

②テーマに戻るように進める場合は、いったん変えられた方向性の方へ一緒に進んで

から、そこで反応の同意を取り戻し、そこから元のテーマへと誘導します。 

③たとえば、小さな子どもが泣いたり走り回ったりして参加者の注意をそらすような

場合は、いったん子どもへ全員の注意を向けます。そして子どもの行動を肯定的に

受け入れる言葉などで場を和らげて注意を解説者の方に取り戻します。そして同意

の反応が得られたら、元の話題に戻ります。そうすれば、もう子どもが騒いでも参

加者はそれをグループの一体感の中に受け入れて、注意を解説者に向けることがで

きるようになります。 

④プログラムの流れとは関係のない質問をする人がいる場合は、その質問は後で答え

ると回答してプログラムを先に進める事もできますし、その場で回答する中で元の

テーマに関連する話題や興味につなげていく方法もあります。大事なことは、参加

者の一人からの反応や問いかけを無視したり軽視したりする事によって、全体の信

頼を失う事のないようにすることです。 

⑤質問自体は、参加者の積極的な反応として歓迎すべきです。テーマに関連した質問

であれば、その回答の中に解説であつかうべき説明内容を織り込む事で、プログラ

ムをスムーズに進行させる事ができ、また解説もより血の通ったパーソナルなもの

になります。 

⑥急に天候が変わって、プログラム通りに天体が見られなくなる事も良くある事です。

その場合は天候が回復するのを待つか、プラネタリウムなどの別のプログラムに途

中で変更するかを選択します。天候の回復を待つ場合も、その間、話題や小ネタや

小道具などを用意しておいて、引き続き参加者の注意を集めつつ、理解や学びを深

めるようにプログラムを進行させていきます。また、プログラムを変更する場合も、

その変更に対する参加者のポジティブな反応を維持するように、適切な説明や解説

を進めていきます。 

(オ) 小ネタ＆小道具 （たくさんの引き出し） 

① ベテランの解説者ほど、解説の小ネタや小道具をたくさん持っているものです。晴

れた夜には、解説をより楽しく感覚的に分かりやすくし、曇や雨の日には、参加者

を失望させたり退屈されたりする事なく、解説を続ける事ができます。 

②日ごろから、自分の解説技法の引き出しの中に、それらを用意しておくことで、さ

まざまな参加者や状況の変化などに、即応する事ができるのです。できれば、デー

JAPOS 第１回全国研修会 2013.01.21-22. page. 9



タカードやノートなどを作り、他の解説者の例なども参考にして、たくさんの引き

出しを作って置きましょう。 

③特に、天体データカードを活用することで、他の解説者の解説技術や小ネタ＆小道

具を参考にすることが出来、また使い方を学ぶことができます。 

 

３．機材操作 

(ア) 観測室、観測機材の取り扱い方法などについてはここで扱いませんが、当然の事ながら

操作方法・手順などを前もって決めておく必要があります。 

(イ) そして日ごろからそれらに習熟して、暗闇の中でも安全・確実に行えるようにしておく

ことが求められます。 
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年      月 日　　　　　　　　曜日 解説者 記録者

天候 気温

風向 月齢

天文現象 特記事項

公開時刻 人数　　　　　　　　　　　人

20-30代 ご家族 初級
40-50代 三世代 中級
60代～ グループ 上級

プログラムテーマプログラムテーマプログラムテーマプログラムテーマ 参加者参加者参加者参加者のののの気気気気づきづきづきづき

　

    メモ

雲量

風速

（中学生～大人　　  　　　　　　　人，　小学生　　　  　　　　　　人，　　～幼児　　　　  　　　　　人）

お二人様
学習・授業

プラン

 

　チェック
　ポイント

中高生

～幼児
小学生

場所 機材 場所 機材 場所 機材

天体名、はじまり、まとめ、注意 天体名、はじまり、まとめ、注意 天体名、はじまり、まとめ、注意

場所 機材 場所 機材 場所 機材

天体名、はじまり、まとめ、注意 天体名、はじまり、まとめ、注意 天体名、はじまり、まとめ、注意

場所 機材 場所 機材 場所 機材

天体名、はじまり、まとめ、注意 天体名、はじまり、まとめ、注意 天体名、はじまり、まとめ、注意

カード番号 カード番号 カード番号

見せ方と観察ポイント・天体の特性

カード番号

解説技術

A

No, No,

5

解説技術

1 1

解説技術

2

3

解説技術解説技術 解説技術

2 2

4 4

見せ方と観察ポイント・天体の特性見せ方と観察ポイント・天体の特性

1

見せ方と観察ポイント・天体の特性

1

No,

No, No, No,カード番号 カード番号

解説技術

2

3

4

C

A A A

カード番号

1

解説技術

カード番号 カード番号

見せ方と観察ポイント・天体の特性 見せ方と観察ポイント・天体の特性 見せ方と観察ポイント・天体の特性

No, No, No,

4 4 4

5 5 5

B B B

C C C

B

C

1

2

3

4

5

A

B

C

4

5

A

B

解説技術

C

1 1 1

見せ方と観察ポイント・天体の特性 見せ方と観察ポイント・天体の特性

2

3 3 3

4

5 5 5

2 2 2

3 3 3

A

B B B

C C

A A

安全 体験の共有

楽しさ
宇宙を知る

意義

体験の尊重 人間への回帰
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 年        月 カードNo,  年        月 カードNo,

機材 機材

天候 天候

天体名天体名天体名天体名 天体名天体名天体名天体名

★★★★気気気気づきづきづきづき ★★★★気気気気づきづきづきづき

★★★★テーマテーマテーマテーマ

☆1☆1☆1☆1 見せ方と観察ポイント ☆2☆2☆2☆2 天体の特性 ☆3☆3☆3☆3 解説技術

メモ

時
間

時
間

時
間

時
間

メモ

  日 　　　解説者：　　　　　　記録者：　　

場所

所要時間

★★★★テーマテーマテーマテーマ

時
間

時
間

時
間

時
間

☆1☆1☆1☆1 見せ方と観察ポイント ☆3☆3☆3☆3 解説技術☆2☆2☆2☆2 天体の特性

  日 　　　解説者：　　　　　　記録者：　　

場所

所要時間
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事例紹介

2013.1.6. 解説者: 宮本孝志台長  南阿蘇ルナ天文台 20:30-21:30  

プログラム記録シート
1. 記録者：高野 敦史 (南阿蘇ルナ天文台)

2. 記録者：村田 祐樹 (南阿蘇ルナ天文台)

天体データカード
1. 記録者：高野 敦史 (南阿蘇ルナ天文台)    (130106-1 ~ 130106-7)

2. 記録者：村田 祐樹 (南阿蘇ルナ天文台)    (20130106-01 ~ 20130106-07)
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